
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



未来ビークルリサーチセンターブ

ース内の様子 

 

11
月
10
日
にT

G
0
2

を
用
い
た
テ
ス
ト
走
行
を
行
い
ま
し
た
。 

第
5
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
に
出
場
し
た
現
行
車
輌

(T
G
0
2
)

は
、
ど
の
程
度
の
性
能
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
安
全
性
は

大
丈
夫
だ
っ
た
の
か
な
ど
の
情
報
を
得
る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
テ
ス
ト
結
果
は
、
第
６
回
大
会
に
向
け
て
の
重
要
な
デ
ー
タ
と

な
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。 

テ
ス
ト
内
容
お
よ
び
、
テ
ス
ト
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

  

テ
ス
ト
内
容 

 

■
ス
キ
ッ
ド
パ
ッ
ド 

 

■
オ
ー
ト
シ
フ
タ
ー
試
験 

 

■
油
圧
試
験 

 

■
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン 

 

■
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
テ
ス
ト 

  

テ
ス
ト
結
果 

 

■
ス
キ
ッ
ト
パ
ッ
ド 

８
の
字
コ
ー
ス
を
作
り
、
走
行
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
は
５
．

４
４
５
秒
で
し
た
。
実
際
に
走
行
で
き
な
か
っ
た
第
５
回
全
日
本
学

生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
結
果
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
約
３０pts

に
相
当
し
ま
す
。 

■
コ
メ
ン
ト 

良
い
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

あ
ま
り
良
い
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
テ
ス
ト
中
に
車
輌
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
テ
ス
ト
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
走
行
テ
ス
ト

を
繰
り
返
し
行
い
、
デ
ー
タ
取
り
を
行
う
予
定
が
あ
る
た
め
、
車
輌

の
修
復
が
急
が
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

第
６
回
大
会
に
向
け
て
、
そ
れ
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
に
今
後
も
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

         

１１
月
２２
日
か
ら
２５
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
、
名
古
屋
モ
ー
タ
ー
シ
ョ

ー
の
“ITS

ワ
ー
ル
ド
in
あ
い
ち
”内
の
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
未
来

ビ
ー
ク
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
に
て
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学

自
動
車
研
究
部
（TU

T
 
F
O
R
M

U
L
A

）の
活
動
内
容
を
パ
ネ
ル
掲
示
、

お
よ
び
資
料
配
布
と
い
う
形
で
宣
伝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
未
来
ビ
ー
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
の
皆
様
、
ま

た
ご
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

          
１１
月
２７
日
に
、
第
2
回
設
計
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
下

旬
の
学
期
末
テ
ス
ト
も
終
わ
り
、
今
後
本
格
的
に
設
計
に
入
る
た
め
、

設
計
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
挙
げ
、
再
確
認
を
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
、
あ
る
程
度
の
設
計
や
構
想
は
各
担
当
者
が
立
て
て
い
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
よ
り
よ
い
物
を
製
作
す
る
た
め
、
走
行
テ
ス
ト
結
果
や

T
G
0
2

製
作
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
の
意
見
交
換
と

し
て
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
設
計
を
す
る
に
あ
た
り
、
今
年
の
一
つ
の
目
標
で
あ
る
軽
量

化
を
進
め
る
た
め
、
設
計
物
の
重
量
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
、TG

0
2

と
の
比
較
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、TG

0
2

を
一
度
す

べ
て
解
体
し
、
一
つ
一
つ
の
部
品
の
重
量
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。 

                 

 

T
G
0
2

で
走
行
テ
ス
ト
実
施 

名
古
屋
モ
ー
タ
シ
ョ
ー 

パ
ネ
ル
展
示 

Topic 

Topic 

第
2
回
設
計
会
議 

Topic 

← 重量計測 

部品の取り外し → 

1 



今月のひとこと by 部長 

   12
月
6
日
に
「
研
究
基
盤
セ
ン
タ
ー
主
催
特
別
講
演
」
が
学
内

で
開
催
さ
れ
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
自
動
車
研
究
部(T

U
T
 

F
O
R
M

L
A
)

部
長
、
前
川
浩
規
が
「
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
へ

の
挑
戦
」
と
題
し
、
日
々
の
活
動
お
よ
び
大
会
結
果
に
つ
い
て
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。 

           

    

 

１２
月
１８
日
に
第
３
回
設
計
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
第
２
回
設
計

会
議
か
ら
３
週
間
ほ
ど
が
経
過
し
、
次
の
設
計
段
階
へ
入
る
た
め
、

各
班
の
進
捗
状
況
な
ど
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
各
自
の
設

計
部
位
の
説
明
を
し
つ
つ
、
疑
問
点
や
改
善
点
な
ど
の
議
論
を
し
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
各
自
で
き
あ
が
っ
た
図
面
か
ら
、
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
製
作
し
、

実
寸
で
の
検
討
に
移
り
ま
す
。 

  

    

          

今
月
は
、
シ
ャ
シ
班
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
す
。
そ
こ
で
、
シ
ャ

シ
班
班
長
の
草
野
雄
也
さ
ん
に
今
後
の
車
輌
製
作
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。 

  

澤 
―
ず
ば
り
、
第
６
回
大
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
車
輌
を
作
り
た

い
で
す
か
？ 

 

草
野
―
剛
性
を
あ
げ
な
が
ら
、
軽
量
化
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

車
重
は1

9
5
kg

を
目
標
に
上
げ
て
い
ま
す
ね
。 

 

澤 

―
本
当
で
す
か
？ 
と
す
る
と
、
昨
年
度
（
第
５
回
大
会
）
よ

り
も

5
k
g

軽
く
な
る
の
で
す
が
、
軽
量
化
と
剛
性
は
、
両
立
で
き
ま

す
か
？ 

 

草
野
―
シ
ャ
シ
本
体
で
考
え
る
と
、
剛
性
を
上
げ
な
が
ら
の
軽
量

化
は
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
製
作
す
る
車
輌
で

は
、
前
回
大
会
で
搭
載
し
な
か
っ
た
パ
ー
ツ
を
加
え
る
予
定
で
す
の
で
、

他
の
班(

ド
ラ
イ
ブ
ト
レ
イ
ン
班
、
エ
ア
ロ
班)

と
の
折
り
合
い
を
考
え
る

と
、
簡
単
に
達
成
で
き
る
数
値
で
は
な
い
で
す
ね
。 

澤 

―
そ
う
で
す
か
。
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
達
成
し
て

く
だ
さ
い
。 

澤 

―
第
５
回
大
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
３
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

現
在
、
シ
ャ
シ
班
で
は
ど
の
よ
う
な
事
を
や
っ
て
い
ま
す
か
？ 

 

草
野
―
シ
ャ
シ
の
基
本
設
計
が
完
成
し
、
現
在
は
、
そ
れ
を
も
と
に

モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
製
作
し
て
い
ま
す
。 

 

澤 

―
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
何
を
用
い
て
製
作
す
る
予
定
で
す
か
？ 

 

草
野
―
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
と
木
材
等
を
用
い
て
、

製
作
す
る
予
定
で
す
。 

 

澤 

―
な
る
ほ
ど
。
で
は
最
後
に
、
今
後
の
予
定
を
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
？ 

 

草
野
―
ま
ず
、
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
設
計
を
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、
設

計
の
見
直
し
も
予
定
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

澤 

―
そ
う
で
す
か
。
シ
ャ
シ
は
車
輌
に
お
け
る
重
要
な
部
分
な
の

で
、
今
後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

草
野
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                  

具体的な設計を行い、実寸の模型を制作して

いきます。 

そして検討、議論、再検討。 

このように設計は進んでいきます。 

非常に楽しく、やりがいのある活動ではありま

すが、時間は有限であるため、いくらあっても足

りません。 

 時間の使い方がうまくなりたいと思う、今日こ

の頃です。 

シ
ャ
シ
班
にC

lo
se

 
U
p! 

Close Up

草野 雄也（写真右） シャシ班班長 

学部 3 年 生産システム工学課程 

澤 俊宏（写真左）  広報 

学部 3 年 機械システム工学課程 

Topic 

部
長
に
よ
る
講
演 

Topic 

第
３
回
設
計
会
議 

講演の様子 
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TUT FORMULA活動理念 
 
 
私たち「豊橋技術科学大学」は技術を科学で裏付け、新たな技術を開発する学問、「技術科学」の教

育・研究を使命とし、この使命のもと、実践的創造的かつ指導的技術者を育成するとともに、次の時代を

拓く先端的技術の研究を行うことを基本理念としています。 

 私たち豊橋技術科学大学自動車研究部は大学での講義と実際のものづくりを結びつけ、さらに人とお

金のマネジメント能力をも養う学生フォーミュラ活動こそ、将来エンジニアとなるための最高の機会である

と考えています。同じ夢を持つ仲間と日々切磋琢磨しあい、感動を呼べるもの作りを目指しています。 

 

広報室より 

TUT FORMULA では、Ｗｅｂサイト及び定期的に発行される TUT FORMULA 通信にて、毎

月の出来事や活動状況を随時報告してまいります。また、全日本学生フォーミュラ大会の認

知度があがるよう、また分かりやすい広報誌を作成できるよう努力してまいります。 

                                

                                

                                

平
成
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年
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月
27
日 
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種
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行
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〒441-8580 
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部 

TU
T
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サ
イ
ト 

http://tut-f.com
  

e-m
ail: info@

tut-f.com
 

 

 

活動場所 

 〒441-8580 

 愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘 1-1 

 豊橋技術科学大学 E5-102 ビークル研究室 

Web サイト 

 http://tut-f.com/ 

連絡先 

 info@tut-f.com 

代表者 

 部長 前川 浩規 

ほぼ毎日活動しております。ご見学されたい方は、上記アドレスまでご連絡を下さい。 

 
 
 ■モックアップ完成 

 ■設計完成 

 ■製作の開始 

 ■ダイナモ試験       etc 




